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特 殊 吹 出 口風 量 測 定 器 具 に よ る ダ ク ト各 区間風 量

お よ び抵 抗 の 現 場 測 定 法 につ い て

正 会 員 ○関根秀久★
★雷

1.はじめに JIS人1131吸引法の簡易化をはかる

ため,図 1に示すような,同期モータ ドライブの吸引

フアンおよび定温度型無粋空風Jt計を組込んだ特殊な

吹出口風量封定背鼻を競作し,前報でl)これlこよる見

量ポ定括黒について報告した｡今回は,現場での圧力

粛定を省略し,フード内圧力を同期モータ回転散から

同棲的に検出する手法の可能性にっいて封べた｡

2.無限大フー ド内圧P人の吸引フアン回転敢Nlこよ

る検出方法 実射 ま,図2に示すようなダクト網で

行った｡分岐のスブ')ッタ上洗端を境界とする5区間

のうち,各吹出ロの上流iかこオリフィスを設けた｡こ

こで,吹出口見量粛定器具とその上兼ダクトの各蔀圧

力や抵抗にっいて国 1に示すように記号を定め,吸引

フアンによる圧力上昇をPp,券具による圧力現矢を

PDとすれば,P̂ -PD-PPの河係がある｡ここで,

替異見量をQとすれば,PD∝ Q2,また,PPはQと

Nとによって決るから,P人は椿局,券具のQとNの

みはよって決定される｡したがって,吹出口風量測定

器具についてQ,NとP人との珂係をあらかじめ求め

ておき,現場においては圧力測定を省略して,QとN

とからP人を求めようとするものである｡

なお,P人の封定法は前.軌 こ示したが再掲すれば,

Pu-PA+ruQ2,また,フードの無いとき,すなわ

ち,PA(=rAQ2)-Oのときの量には添字0をっ

けちものとすれば,Puo-ruQ02である｡フードが

大きくフー ドの有九にJ:ろruの変化が無視できろ寺

庄とすれば,式 (1)によりPAを求め得ろ｡

PurPuo-PA+ru(Q2-Qo2) (1)

固3にこのようにして得られたQ,NとPAとの珂係

を示す｡

3.各区何鼠量および抵抗検出括乗 回4は,モれ

それの吹出ロごとlこ,付加妊坑 rAと乳量Qとの曙俵

を胃べた括兼である｡一万,回4より得られろQo-

Q(rA.o)およびこれと aQ/ar̂ lr▲.o (表2)
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固 3 ヮード内圧と風量,吸引フアン固C散の河床

から計算される21各区間の抵抗保故 (各区簡ダクト内

勤圧基準)を固 5ほ示す｡いずれも去 1に示すような

4遡 りのフード内圧および鼠量の酬定手法について比

較している｡
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ま 1 内定方法および記号

清正鼓竃鋼 一次包糟糠 aI定義 爽定方法
乳量 Q フー ド内圧 P▲

A t計雷義) ●孟;掻 貼 指 差 ,'､滞 覧 野の… イス鼠量

a -■■■●■-■ll■●- □ 吹出ロダクト内才リフイス 吹出ロダクト区間内圧

C ■■-■-■-- - 馨鼻モーヶ国ti敵NI および郎

A)測定方法Aは,いずれの吹出ロにも妊坑を付加し

ない状態で各区問風量および圧力をダクト内で測定し

これより付加抵抗の与えられたときの見Jtを軌鑑計算

した31ものである｡以下ではこれはよる付加姓抗零時

の鼠Jt, iQ/∂r▲ 暮rA.oおよび区冊抵抗を真義と

みなすことにする｡なお,風量はすべて最上誰の棲準

才T)ワイスlこより校正していろ｡

a)轟定方沃Bは,PA導入の有効性をみろことを目

的として,吹出口ごとに付加抵抗を与え,QとP人を

対応するダクト区冊において測定したものである｡方

洗Aとの違いは,最大相対択差で見量については0.
12%以下と榛めて小さく,区間抵抗も2.8%と漬

足すべき水準のものであちと言えよう｡

C)測定方法Cは,P人絹定を図3を用いて吸引フ丁

ン回転故から求めたものであろ｡各吹出口見量の最大

相対誤差は0.3%と十分小さい｡しかし,風量の変

化事lこついては誤差が大きく区間抵抗を求めろ目的に

は不十分である｡ただし,図3の測定糖衣と測定車東

をあげろなど方法Bに近づけ得ろ余地は多い｡

D)測定方法Dは,せ らに風量測定をも号具内払線風

量計で行ったものである｡ただし,この魚線風量計の

枚定式は,前報に示したように温庄補償についてまだ

馨しく検討不十分な段階のものである｡この段階のも

のでも吹出口風量については最大相対誤差が0.56

%と講足すべき精度を達成している｡しかし,乳量測

定畿差が固3または図4においてQばかりでなくr̂

にも影響するため,区間抵抗測定のためlこはモQ?精丘

を1桁程度あげる必要がある｡これも温よ禰慎の糖衣

を向上させ得ろ余地が多く絶望的というものではない｡

7.まとめ フード内圧の直接測定にかえて吸引7

7ン回転数から簡捷的に求めろ手法の可能性を示した｡

今回の不十分な汝定線でも風量については1%以内の

相対誤差で測定された｡しかし,蛙抗測定の精丘向上

のT=桝こは,検討すべき事柄がまだ多い｡
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図 4 見量と付加抵抗の粥係

麦 2 吹出口見量のその吹出口区間蛇 こ関する変化牢
10im9/小山qh】〕

雨定法脚 吹出ロ 1 2 3

A -7.370 -4.650 -1.996

a -7.384 -4.646 -1..946

⊂ -6.563 -3.804 -1.955

D -ら.863 -6.948 -1.468

ポ定法種別 一et/h 姓抗魚故
A 697.9 17.2
8 697.5 16.7
C 696.213.6
D 697.529.7

518.41.～6
518.2I.61
517.00.94
517.4】.14

179.5 】4.3
179.335.2
179.240.6
loo.113.4

237.5 17.7
2〕7.ら 18.2

2ユ6.8 ユ一.5

280.9 12.7
280.6 13.0
280.124.6

図 5 各ダクト区間の風量と抵抗孫散の測定結果

●●
●●
■●

尾
専
尾

寺
見
寺

戟

.

.

.

文
坂
村
墳

考
関
野
的

衰
r
J
ー
l
J

1
2
3

日本漣蕪学会大会学術講演梗概集,昭和61年8月.
空気調和 ･衛生=学,窮17
空気璃和 ･術生工事会手術

-;･.第11号.昭和48年11月.
文集.昭和60年10月.

*神奈川大学 工学帝 政事技術鼻 ** 同 教授 工博

-662-


